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１．プロジェクトの対象地域︓愛媛県越智郡上島町
広島県と愛媛県にまたがる芸予
諸島に属する離島自治体
有人離島︓７（全25島）
人口︓6,180（2024年）

主産業は造船・漁業・農業
本土と陸路が未接続
町内の主要４島間の連絡橋
フェリー︓６航路（今治・尾道等）
自動車︓今治・尾道へ50分

しまなみ海道地域の一つ
町内道路はゆめしま海道と呼称

図︓愛媛県越智郡上島町の位置と主な構成島 ２



 目的：上島町の暮らしの可能性を伝える
 散走を通じて上島町の現在と未来を体感し、移住者と交流し、上
島町を再び訪れ、深く関わり、将来的に暮らすことの可能性を伝達

 対象：来訪者（観光客・サイクリスト）
 手段：手書き地図とサイコロを用いた散走

 既存のサイクリングマップでは伝えきれない上島町の温もりのある空気
感を手書き地図で伝達

 サイコロを用いて散走の重要な要素である偶然性・非効率性・遊動
性・非再現性等を担保（詳細は次頁）

 内容：移住者等が営む施設やお勧めスポット
 移住者の生活や目線に特化したコンテンツを通じて、上島町の可能
性の象徴である移住者の暮らしぶりを理解
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図︓本プロジェクトにおける散走のコンセプト

上島町での散走（RUN! KAMIJIMA!）を通じて、上島町の人々（HUMAN!）の日々の営みにふ
れ、これを楽しんで（FUN!）、そのファン（FAN!）になる！

FUN!  FAN!  HUMAN!  RUN!  KAMIJIMA!

２．前年度の活動１︓上島町の暮らしを伝える散走企画



２．前年度の活動２︓「まよってであって ころりんマップ」の試作

図︓まよって であって ころりんマップ 試作品（左︓表 右︓裏） ４



２．前年度の活動３︓マップの利用方法の考案
サイコロを利用することにより偶然性・非効
率性・遊動性・非再現性等を誘発させる
1. マップ配布にあわせて右記４種のサイ
コロを貸出
 スタート地点︓レンタサイクルスポットおよび観
光案内所であるせとうち交流館を想定

2. 気分に合わせて４種のサイコロのいず
れかを振る（繰返）

3. サイコロの番号の場所に向かう（繰返）
 サイコロの目は地図上の各種地点に付され

た番号と一致
 マップに掲載されない施設・スポットに行く目

を確保しておく
4. サイコロをスタート地点に返却・終了

５

食べる 泊まる休憩 スポット

図︓散走サイコロ（案）

図︓散走サイコロを用いた散走の概念図



３．昨年度の課題を踏まえた今年度の実施内容
上島町全域を対象としていない

企画段階にとどまっている

６

岩城島と生名島もあったほうがいい
な～♪ なんなら魚島も♪

もうこの際だから、勢いで上島町内
全部やっちまいましょう～♪

企画しただけじゃアレだからイベント
した方がいいんちゃう～♪

せっかくイラストでマップ作ったんだ
からキチンとモノを作ろうぜ～♪

マップ範囲の拡大・コンテンツ作成

 岩城島・生名島に範囲拡大
 インタビュー・写真撮影・イラスト作成
等によるコンテンツ作成

モノづくり・コトづくり

 散走マップを用いたイベントの実施
 完成度および実用度の高い散走マッ
プの作成・配布



４．今年度の活動と実施スケジュール

７



５．コンテンツ作成①︓インタビュー
 対象範囲は橋でつながっている生名島・
岩城島とする

 移住者等に経営・運営される６施設を
ピックアップし取材

 取材（１～2時間）
 施設の概要、移住および開業の経
緯、暮らしぶり、島でのおすすめスポ
ット等および写真撮影

※:全インタビュー対象者はマップおよび発表資料への掲載を了承済み図︓インタビュー対象者・施設の位置図（生名島・岩城島）

赤：宿泊施設（２施設）
青：飲食店（３施設）
緑：休憩所等（１施設）

 取材内容を要約
し、マップ作成時に
テキストコンテンツと
して利用する

NOUSON808
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５．コンテンツ作成①︓しましま農園・わらしべ。岩城BASE

９

しましま農園（原田広志さん）

わらしべ。岩城BASE（岡信太郎さん）

京都府出身。祖母の農業経験と自然志向から、26
歳で上島町へ移住。元電車会社勤務。農業を軸に独
立し、柑橘や野菜を栽培。個人販売と収穫体験で人
とのつながりを大切にしている。

生産者に寄り添い、誠実さと等身大の視点で地域資
源の価値を伝えながら、人と人が出会う場を岩城につ
くり続けている。



５．コンテンツ作成①︓侘数寄・NOUSON808
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ゆめしま珈琲焙煎所侘数寄 （尼子司さん）

NOUSON808（古川泰弘さん）

子どもが伸び伸び暮らせる場所を求めて上島町に移
住し、こだわりすぎない珈琲を通して、移住者・観光
客・地域の人が自然につながる“居場所”を島につくろ
うとしている。

都会の違和感を原動力に島へ渡り、レモン農業を軸に
事業を育てながら、地元への恩返しと人の成長を大
切にし、挑戦を楽しみ続ける。



５．コンテンツ作成①︓Sound波間田・Bike,Cafeand Inn寄り道
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Sound波間田（末廣孝一さん）

Bike,Cafe and Inn 寄り道（豊田遥さん）

島のポテンシャルを見抜き、“考えたらすぐやる”実行力
でキャンプ場・カフェ・ジビエ事業を黒字化し、経済的
自立と人の循環を両立させながら、上島町の持続可
能な未来をつくる。

自転車が好きという原点から島に惹かれ、上島の人の
温かさを大切にしながら、サイクリストと地域をつなぐ
“島時間の拠点”をつくろうとしている。



５．コンテンツ作成②︓おすすめポイント（８カ所）の写真撮影
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図︓おすすめスポットの位置図（生名島・岩城島）

積善山展望台

子安観音堂五重塔

生名島西側

岩城大橋たもとの浜

岩城港の雁木

岩城橋の頂上

濱田國太郎銅像

西部海岸

例︓岩城大橋の頂上 例︓積善山展望台

例：子安観音堂五重塔 例︓西部海岸



５．コンテンツ作成③︓人物・建物・スポットのイラスト作成

13図︓イラスト化した人物・建物・ポイントの例



６．モノづくり・コトづくり①︓散走マップキットの試作

サイコロは携帯しにくいのでカード
（全50枚）を引く方式に変更︕
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６．モノづくり・コトづくり②：イベントの企画実施１

写真︓マップキットの作成 写真︓オリジナルサコッシュの作成

写真︓配布したマップキット一式 写真︓配布した試作マップキット 15



６．モノづくり・コトづくり②︓イベントの企画実施２

 天気︓曇時々晴れ
 参加費︓1,000円

 レンタサイクル代別途徴収
 参加者︓18名
愛大生︓13名
一 般︓５名
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久司山展望台

松原海岸

コトリエ商店

積善山展望台

弓削島
陽だまり公園

電チャリの電池切れ・展望台への登山で地獄

６．モノづくり・コトづくり②︓イベントの企画実施３（実走例）
弓削島陽だまり公園（12:00）

久司山展望台（12:30）

松原海岸（13︓00）

弓削島陽だまり公園（13:45）

コトリエ商店（13︓30）定休日

積善山展望台（16︓15）
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６．モノづくり・コトづくり③︓イベント後の振り返りWS
①感 想：非日常・リフレッシュを味わえる！「ポタリング」だからこその偶然の出会いが沢山ある。

②改善点：定休日のお店が多い。クロスバイクがとてもしんどい。トイレの場所が分からない。カードに出た場所
に行きたくなかったらどうしよう？小道が複雑でわかりにくい。

③提 案：フェリーの時間を追加してほしい。ハードな場所にはマーク等の目印が欲しい。ミッションカードがあっ
たら面白い。初心者向けのカードが欲しい！トイレや危険なスポットを書いてほしい！目的地まで
の距離や時間が書いてあると便利。
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６．モノづくり・コトづくり︓散走マップキットの完成①

 キット内容
 マップ（耐折性A3和紙）
 カード（名刺サイズ50枚）
 説明書（裏面英語）
 情報提供のお願い
 メモ帳（利用者のコミュニケー
ションツールとして）

観光案内所・ゲスト
ハウスでの設置/繰り
返し利用を前提とし
てパッケージング

19



６．モノづくり・コトづくり︓散走マップキットの完成②
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マップキットを封入する約200
箱のデザインを全て手書きで実
施しました。お手伝いいただい
た方々に感謝申し上げます



６．モノづくり・コトづくり︓散走マップキットの配布（2026年現在ゲストハウス等に設置済み）

かみじまてしごと市（11月16日）にて完成披露・配布（約100部配布）
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７．プロジェクトの評価と課題

 企画理解に前提知識が必要
 マップ単体で配布・販売した場合、背景や思想まで
十分に伝わらない可能性がある（散走・カード・偶
然性といった企画の意図は、事前説明があってこそ
理解されやすい）

 利用者の属性によって体験の差がある
 学生やイベント参加者は企画を楽しめる一方、初訪
問者・偶然手に取った来訪者が同様に楽しめるかは
検証中

 店舗・施設利用の難しさ
 平日に営業していない店舗や不定休の店舗が多々
ある（特に飲食店）

 ゲストハウス・宿泊施設は、立ち寄り利用が難しい︖

 現地でしか手に入れられない「体験を持ち
帰る」媒体としての可能性
 マップ・カード・企画意図をセットにした形で配布・販売するこ
とで、単なる情報媒体ではなく「散走体験そのもの」を持ち
帰るモノになる

 「正解がない」体験としての価値
 散走は効率的に回ることを目的としないため、

迷い・立ち止まり・予定変更そのものが体験価値である
 初体験者でも「これでいいんだ」と感じられる安心感を与えら
れる

 上島全体を“好きになる”導線
 特定のスポットではなく、「島全体の空気感」を味わってもら
う

22
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